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会議録（会議結果概要） 

名 称 令和６年度第２回しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会 

開催日時 令和６年１２月２６日（木） １５：１５～１７：１５ 

開催場所 各務原市産業文化センター ７階 ７－１会議室 

出 席 者 

富樫幸一会長、阿部雄介様、各務英雄様、近藤亜矢子様、土田周策様、 

鵜飼明男様、古田宏司様、別宮理恵様、今尾真也様、津﨑陽菜様、 

松原正隆様、今道雄介副市長 

※欠席者：林ゆり様 

議題及び

審議・協

議結果等

の概要 

次第 

１ 開会  

２ 議事  

（１） 第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略（素案）につ

いての意見交換 

（２） 本市のまちづくりについて 

・事例紹介 

  株式会社リトルクリエイティブセンター 代表取締役 今尾様 

  株式会社ＶＲテクノセンター 代表取締役社長 松原様 

・意見交換 

３ その他  

１ 開会 

≪事務局より説明≫ 

・ 資料確認 

 

≪企画政策課長あいさつ≫ 

 

≪事務局より説明≫ 

・ 資料１：「しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会構成員名簿」について 

 

 

２ 議事  

（１） 第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略（素案）につい

ての意見交換 

≪事務局より説明≫ 

・ 資料２：デジタル田園都市国家構想交付金事業等効果検証シート 

・ 資料３：第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略（素案） 

・ 資料４：第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略策定 

の概要 

・ 資料５：令和６年度第１回しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会意見 

対応表 

・ 資料６：第３期総合戦略数値目標設定シート 

・ 資料７：第３期総合戦略ＫＰＩ設定シート 

・ 資料８：地方創生を巡る国の動き 

・ 参考資料：第２期しあわせ実感かかみがはら総合戦略総括シート 

 

≪意見交換≫ 

【出席者】 
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・ 資料３の１８ページに関連して、各務原市は有効求人倍率が今月末で１.７

７、県が１.５４、国は１.２５である。他の市からは有効求人倍率が高くて

いいといわれるが、これは、仕事はたくさんあっても、それに対して就職さ

れる方が少ないという状況である。 

・ 流入・流出上位市町村の表で、流出は岐阜市と名古屋市が圧倒的に多い結果

となっている。この数値には通学も含んでおり、岐阜市や名古屋市には、高

校や大学が多いため、それも理由ではないか。 

・ 市内には、中部学院大学の東海学院大学の２つの大学と、各務原高校と各務

原西高校、岐阜各務野高校の３つの高校しかない。また、資料にはないが、

関東や関西の大学に行くと、そのまま就職し、こちらに戻ってこない人も多

数いると考えられる。市内や近隣の大学のレベルを上げることも解決策の一

つではあるが、学生が戻ってくるような魅力のある都市づくり、まちづくり

がやはり必要ではないか。 

・ 流入・流出差の表を見ると、岐阜県内では、岐阜市、関市を除き流入の方が

多いが、愛知県では一宮市を除き流出の方が多く、やはり都市間競争を勝ち

抜く必要がある。公園や小中学校、幼稚園の充実などは、各務原市はできて

いると思うが、唯一遅れていると思うのは、働く場所である。働く場所があ

るということは、人口を増やしていくための一つのキーワードだと思う。各

務原市は面積が小さいため、工夫してやっていかなければ、企業が他市へ出

て行ってしまう可能性もある。また、企業の人材不足については、外国人研

修生が日本にあまり多く来なくなっている。会社に聞いた独自の対策として

は、退職者の定年延長や、非正規職員の正規化、女性の積極的活用である。

また、発想を変え、働き方改革に合わせ、隙間にアルバイトの人を入れるな

ど、短期的な取組も必要になってきている。 

 

【会長】 

・ 産業振興ビジョンの会議にも参加していたが、やはり岐阜県は、愛知県が近

いため流出してしまい、県内の求人倍率は高いが人が来てくれない。最低賃

金や労働条件も違うため、その辺りも考えなければならない。 

 

【出席者】 

・ 資料３の２６ページの「まちづくりに関する市民意識調査」の結果につい

て、重要度が高いのに満足度が低いものとして、社会保障、公共交通、雇用

などがある。公共交通に関しては、資料２では非常に好評という評価をして

おり、また、雇用の政策の方も順調と評価しているが、市民意識と違うので

はないか。この辺りはどのようにＫＰＩを設定して、その評価をしているの

か。 

・ 市民意識調査でどの程度の調査をしているかわからないが、悪いと評価され

た公共交通などについて、どこにミスマッチがあるのか、評価しなかった人

の理由などのデータはとっているのか。 

・ 指標では、ふれコミ隊の指標の基準がよくわからない。１０回以上参加する

人について、基準値が６.９％で目標値が１０％となっており、ふれコミ隊で

の活動は年間どの程度あるかわからないが、多く積極的に参加する学生の数

より、平均何回という指標を設定した方がいいのではないか。 

 

【出席者】 

・ 魅力的な都市や、選ばれるまちであるためには、「人がいいまち」というのが

選ばれるまちであると考える。女性的な視点かもしれないが、子育てしやす

い、ご近所の関係がいい、治安が良い、問題解決力がある、そのようなまち

が選ばれやすいのではないか。 

・ 子どもは親だけでなく、地域の方や周りの環境から感じ取って成長をする部
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分も大きいので、各務原市が良い環境であることが求められると思う。 

・ 資料３の７１ページの「文化芸術・スポーツ活動の充実」の現状と課題や重

点施策で、できれば変更してほしい箇所がある。生涯学習について、ここに

記載されている内容は、生涯学習を多くの市民の方に活用していただくとい

う方向だが、岐阜県の生涯学習の指針で示されているものでは、個の学びと

いうのはそれぞれに任せて、自治体は地域づくりに繋がる生涯学習に取り組

むことが求められている。そのため、地域づくり型生涯学習をここに盛り込

むことで、まちが良くなっていくための生涯学習を目指していきたい。 

 

【出席者】 

・ 資料３の６５ページについて、雇用に繋がる学習として、高校生、大学生の

マッチングに関する記載があるが、もう少し小さい子たちにも広げられない

か。学びの先には労働があるという意識が皆さんに無いが、やはり働くこと

や生活に繋げるための学習だと考える。中高生や大学生は、ある程度考え方

が出来上がってしまっていると思うが、それを広げるためには小さい頃から

の教育が必要であると考えており、どこかにそういう記載があるとよいので

はないか。 

 

【出席者】 

・ 今は雇用が難しく人がいないとよく言われているものの、私の会社では２０

２１年に５００人、２０２２年１,８００人、２０２３年が１,４００人の応

募があった。求人に力を入れており、良い人が多く会社に来てくれれば、良

い会社になると考え、会社の魅力の外への発信に力を入れている。会社の魅

力が外にうまく伝われば、求人は間違いなく増えると思っている。 

・ 総合戦略のメインターゲットとして、「中京圏在住の市外住民」と書いてある

が、おそらく何となく流れている方が中京圏に多いだけであり、各務原市が

選ばれているわけではないと考えている。各務原市を全国から選ばれるまち

にしていきたいと思っており、各務原市には雇用ができる会社が多いことも

魅力の一つだと考えているため、会社の魅力をさらに外に発信できれば、そ

れが求人に繋がり、移住に繋がると考えている。 

 

【会長】 

・ どのような仕事をしているのか、それがどのように自分の成長や地域に関わ

っていくのかということがわかると、人が来てくれるのではないか。 

 

 

（２）本市のまちづくりについて 

≪今尾様より事例紹介≫ 

≪松原様より事例紹介≫ 

 

≪意見交換≫ 

【会長】 

・ 以前に、テクノプラザで地域と連携したイベントをしたいとおっしゃってお

られたところ、実際に実施されたのはすばらしいと思う。 

 

【出席者】 

・ スタンプラリーを実施したとのことだが、このスタンプラリーは、全部回っ

た方が多かったのか。 

 

【出席者】 

・ 全部回られた方はそれほど多くないと思う。エリア間が物理的に離れている
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ところがあり、行き来しづらいところもあった。 

 

【出席者】 

・ イベントの中身が男の子向けだと感じたが、実際の子どもの反応はどのよう

であったか？ 

 

【出席者】 

・ 多くのお子さんが喜んでみえた。女の子も同様だったと感じている。 

 

【会長】 

・ 各務原市には工業団地が多い。金属工業団地や木材工業団地もあるため、そ

ういったところも巻き込めば、全体の広がりもできて面白いのではないか。 

・ 来年も開催するということだが、イベントで説明する従業員の方は、それぞ

れの企業で工夫されているのか。 

 

【出席者】 

・ ワークショップは、全て企業で検討して実施した。最初は若手が動いている

ことが多く、管理職は後ろで見ているだけだったが、だんだん手伝いながら

最終的には全員体制で実施していた。 

 

【出席者】 

・ 私は高校も大学も各務原市内の学校に通っており、各務原市が好きなため、

偏見も入ってしまうかもしれないが、都会過ぎず田舎すぎず、とても住みや

すいと感じている。学生の身からしても、交通の便がよく、電車１本で名古

屋や岐阜などに行くことができる。改善してほしいことでいえば、駅の近く

や２１号沿いは夜でも店などが多くあり明るいが、私の住んでいる場所は、

駅から離れると街灯が少なく、冬の時期だと１７時でも暗い。子どもが遊ん

だ帰りなど、街灯がないことで危ないと感じることがある。実際に自転車同

士での事故を見かけたりするため、ぜひ検討してほしい。また、信号のない

交差点のカーブミラーが、雨の日や寒い日は見づらい。 

・ 結婚する人が少なくなっていることについて、大学の授業でも議題に上が

り、結婚したいかしたくないかのアンケートも実施された。結果としては、

結婚したくない人が多く、その理由としては、１人の方が楽という意見や、

女性の意見では、働きたいこと、縛られたくないこと、いい人がいないこ

と、出会いがないことなどの意見があり、結婚に対して積極的な意見があま

りなかった。各務原市が出会いの場を設けたりしても、結婚に対して積極的

ではないため行かない。 

 

【出席者】 

・ 防犯灯とカーブミラーは基本的には自治会が市に申請して設置してもらう

か、もしくは、道路の周りに全然人が住んでいないようなところであれば、

街路灯という形で、市の道路課で申請すればよい。自治会が面倒を見なけれ

ばならないが、蛍光灯から、今はＬＥＤになり、自治会の負担は電気代だけ

になり、安いためつけやすくなった。地元の自治会長を通じて、話し合って

もらうといいと思う。 

 

【出席者】 

・ 金融機関に勤める身として、様々な支店の経験があるが、各務原市内の企業

という点でいえば、その他の自治体と比べると、やはり業績といい、企業規

模といい、存立基盤といい、その辺りは安定していると思う。 

・ 中にいる方は比較することができないため実感はないと思うが、別の市では
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もっと苦戦している企業が多い地区もある。とは言っても各務原市の企業

も、人手不足という点や、物価高という点では、様々な課題を抱えている。 

・ 人口の流出の話もあったが、まず進学ということを考えた場合に、何を考え

るか、親さんはお子さんをどのように教育されてみえるか、まずそこだと思

う。皆さんの中には、もう子育てがお済みの方もいるかもしれないが、わざ

わざ塾に通わせて、お子さんにどうなって欲しいのか、皆さんの考え方を変

えないといけないと考えている。一流の大学に行かせたいとか、どのような

ところで就職してほしいとかなど、お子さんが地元に帰ってきて、地元の中

小企業に就職するのかは大きな問題だと感じている。よく聞くのは、高校生

の就職先を決める際に、親の意見が８割から９割だと聞く。県内の高校など

を卒業する際に、やはり親の意見が強いため、どうしても愛知県の大手の自

動車関係などに就職する方が多い。それを考えると、まず我々の感覚を変え

ていく必要があると思う。そういった点では、このテクノプラザで実施され

た、企業を知っていただこうという取組は、お子さんに対して知っていただ

く機会であるだけでなく、親に対しても、地元の企業を知ってもらういい機

会だと思う。親が地元の企業に子どもを就職させたいと思うような取組が重

要になってくると感じる。雇用と人口は切っても切れない関係であり、働き

たい場所があり、そこで働けばそこに住みたくなるという循環になっていく

と思うため、雇用という点を中心に考えていく必要があると思う。 

 

【会長】 

・ 岐阜大学の地域科学部や教育学部の出身者は、女性も含め結構この地元の企

業で働いている。 

・ 最近は転職される人も多く、地域にもあまりこだわらない人も多い。 

・ 地元でなくても他の地域に行く人もおり、これまでの終身雇用から、だいぶ

学生さんたちの考え方も変わってきつつあると思う。学生の立場ではどのよ

うに考えているか。 

 

【出席者】 

・ 私は保育課であり、選択肢としては保育園や児童養護施設、子育て支援施設

になる。企業のことはあまりわからず、大学の学生も市内に住んでいる人は

少なく、周辺市に住んでいる人が多いが、そういった人たちは、就職先とし

ては地元の保育園や、賃金の問題もあり愛知県に行くという話をよく聞く。 

・ 先ほど、テクノプラザのイベントを高校生や大学生に手伝ってほしいという

話もあったが、違う分野では、学びの森フェスタや親子ふれあいフェスタで

は、各務原市と一緒にやっていたりもするため、そういうお声がけがあれば

参加できると思うが、学生までなかなか話が来ない。 

 

【会長】 

・ 長良公園では昨日までイルミネーションをしていたが、あれは高校生と地元

自治会が一緒に実施した。それを見て、若い人たちも行動力があると感じて

いた。 

 

【出席者】 

・ 今年度２回目の懇話会だが、毎回皆様から様々な角度からの意見があり、非

常に勉強になると感じている。人口減少対策をしなければならない、人口減

少だから困るというと、結局人口が減少すると何が困るかという話が置いて

けぼりになるが、やはり労働力が一番の問題だと思っている。人がいなくな

れば、ゆっくりできていいのではないかとも思うが、結局そうはならず、電

車が空いたとしても運転手がいない、お店に並ばずに食べられるとしても、

作る人がいないとなる。 
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・ 人口減少は、労働力不足を何とかしなければならないということとイコール

だと考えているが、人口減少のことになると、いつも２０５０年や２０６０

年にこうなるという見せ方するため、問題が３０年後や４０年後に起こるよ

うなミスリードになってしまう。実はもう人手不足は始まっており、急速に

深刻化している問題であると本日の話を聞いて感じた。 

・ 本日伺った中で、各務原市に人が流れてきているだけという話については、

この辺りのどこかに住まいを構えなければならない方が、比較的家が安いか

ら各務原市でいいやという人がおそらく多く、そうではなく、各務原市がい

いなという人を増やそうとしなければならないということを改めて認識し

た。 

・ 働き口というところでは、自社の魅力を対外的に発信できてないというとこ

ろや、就職寸前の人ではなく、もう少し小さいころから職業を意識してもら

わないといけないということは、まさにそうだと思った。テクノプラザでの

イベントのご紹介があったが、まさに自社の魅力発信や、小さい頃から頭の

中に職業をイメージしてもらうための試みとして、先ほどの２つを兼ね備え

ている取組であることが、非常に良いと感じた。 

・ 最後に、今日大学生の方からいただいたご意見の中で、結婚できない、結婚

しない理由や婚姻率が低い理由が、お金の問題であると我々はこの１０年間

から１５年間捉えていたが、実はお金もないが、価値観も変わっており、１

人でよいという人が多いことが大きな要素となっているため、子育て支援に

関してお金で解決しようと思っていた市の取組が、それだけでは足りず、ど

のように解決していくのか、解決すべき話なのか、無理やり結婚という価値

観を植え付けるのもどうかと思うため、行政ももう少し子育て支援や定住、

人口減少対策について、今時の考え方をしなければいけないと感じた。非常

に貴重なご意見をいただいた。 

 

【会長】 

・ かかみがはら暮らし委員会や東亜町会館でイベントをやると、多く若い人が

来る。なかなかすぐ結婚とならなくても、いろいろな人たちと交流し、自由

につながりを作って、その中で、若い家族や子ども連れがこのまちで暮らし

ていける、そこはもうイメージ戦略だと思っている。各地が地方創生に取り

組んでおり、岐阜市もそうだが、若い夫婦や家族、子どもを大事にするとい

うイメージ戦略である。大変だけど楽しい、あるいはそこでやっぱり生きて

いく意味があるとなっていかないと、人口減少は止まらない。 

・ 生き方や働き方、暮らし方、それを総合計画や総合戦略で市民の皆さんと共

有していけるようになるといいと考えている。 

 

３ その他 

【事務局】 

・ 総合戦略に関しては、来年１月にパブリックコメントを実施し、市民の皆様

から広く意見を募集する予定となっている。 

・ 懇話会は今年度中にもう１回開催する予定としており、２月７日金曜日１４

時からを予定している。 

・ これをもって、令和６年度第２回しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会

を閉会する。 

 

資料 

資料１  しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会構成員名簿  

資料２  デジタル田園都市国家構想交付金事業等効果検証シート  

資料３  第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略（素案）  

資料４  第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略策定の概要  

資料５  令和６年度第１回しあわせ実感かかみがはら地方創生懇話会意見対応表  



7 

資料６  第３期総合戦略数値目標設定シート  

資料７  第３期総合戦略ＫＰＩ設定シート  

資料８  地方創生を巡る国の動き  

参考資料 第２期しあわせ実感かかみがはら総合戦略総括シート 

備考 

 

 


